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会
員
の
皆
様
、
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
！

私
は
、
会
長
に
就
任
し
て
か
ら
６
年
目
を
迎
え
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

今
年
に
な
っ
て
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
情

報
が
流
れ
始
め
、
楽
し
み
に
し
て
い
た
春
先
の
私
的
な
行

事
等
を
含
め
、
自
粛
さ
れ
た
方
々
が
沢
山
い
ら
し
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
年
度
の
総
会
・
懇
親
会
の
中
止
連
絡
に
関
し
て
、
ご
心

配
を
お
掛
け
し
た
事
を
心
よ
り
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

〜
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
〜

４
月
か
ら
東
京
都
や
埼
玉
県
等
の
７
都
府
県
で
、
緊
急

事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
に
伴
い
、
外
出
自
粛
の
要
請
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

一
方
、
仕
事
で
は
、
テ
レ
ワ
ー
ク
が
推
奨
さ
れ
る
な
ど
、

大
変
な
時
期
を
迎
え
ま
し
た
。

５
月
に
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
、
感
染
者
も
減
少

し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
７
月
に
は
、
東
京
都
で
１
０
０
名

を
超
え
る
な
ど
感
染
者
数
が
増
え
始
め
ま
し
た
。

今
後
、
第
二
波
、
第
三
波
が
い
つ
く
る
の
か
と
不
安
な

日
々
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、今
後
も
マ
ス
ク
着
用
や
ソ
ー

シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
等
を
継
続
し
て
頂
き
、
健
康
第
一

で
生
活
を
送
っ
て
頂
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

〜
各
種
行
事
の
中
止
〜

や
ま
ぼ
う
し
会
の
行
事
は
、
会
員
の
皆
様
の
安
全
と
安

心
の
た
め
に
３
月
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
、
５
月
の
総
会
・

懇
親
会
を
中
止
と
致
し
ま
し
た
。

ま
た
、
６
月
に
開
催
し
た
役
員
会
に
お
い
て
、
今
後
の

行
事
で
あ
る

・
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

・
ゴ
ル
フ
大
会

・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

を
慎
重
に
協
議
し
た
結
果
、
中
止
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま

し
た
の
で
、
ご
報
告
を
致
し
ま
す
。

令
和
３
年
度
の
総
会
・
懇
親
会
へ
の
ご
案
内
は
、
再
度
、

下
一
桁
が
８
の
卒
業
生
（
８
回
、
18
回
、
28
回
・
・
・
）

を
中
心
に
ご
案
内
を
差
し
上
げ
る
予
定
で
す
。

〜
学
校
行
事
〜

学
校
行
事
で
あ
る
３
月
の
卒
業
式
と
４
月
の
入
学
式
は
、

学
校
職
員
と
生
徒
の
み
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
８
月
の
国
際
交
流
行
事
や
９
月
の
文
化
祭
も
中

止
と
の
こ
と
で
す
。

〜
賛
助
金
等
の
お
礼
〜

最
後
に
な
り
ま
す
が
、多
く
の
会
員
の
皆
様
か
ら
賛
助
金
、

会
報
協
賛
金
の
ご
支
援
を
頂
き
、
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

会
員
相
互
の
架
け
橋
と
な
れ
る
よ
う
に
同
窓
会
の
運
営

や
母
校
へ
の
支
援
活
動
な
ど
に
有
効
活
用
さ
せ
て
頂
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
に
伴
い
会
員
の
皆
様

及
び
ご
家
族
の
皆
様
の
健
康
管
理
を
含
め
、
今
ま
で
と
同

様
に
安
全
と
安
心
の
た
め
の
行
動
を
と
っ
て
頂
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

会
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６
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迎
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。
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流
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。
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。
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迎
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感
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０
０
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、
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の
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事
や
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月
の
文
化
祭
も
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止
と
の
こ
と
で
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。
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賛
助
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〜

最
後
に
な
り
ま
す
が
、多
く
の
会
員
の
皆
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か
ら
賛
助
金
、

会
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、
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。
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る
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に
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運
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へ
の
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活
動
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に
有
効
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用
さ
せ
て
頂
き
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と
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ま
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
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感
染
防
止
に
伴
い
会
員
の
皆
様

及
び
ご
家
族
の
皆
様
の
健
康
管
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を
含
め
、
今
ま
で
と
同

様
に
安
全
と
安
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た
め
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と
っ
て
頂
き
た
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と

思
い
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す
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ど
う
ぞ
、
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
向
き
合
う
時
代
と
な
っ
て
」

大
宮
高
校
同
窓
会

大
高
や
ま
ぼ
う
し
会

会
　
長
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回
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）



着
任
の
ご
挨
拶

　

同
窓
会
会
員
の
皆
様
、
こ
ん
に
ち
は
。
私
は
、
令
和
２

年
度
当
初
の
人
事
異
動
に
よ
り
、
県
立
秩
父
農
工
科
学
高

等
学
校
か
ら
大
宮
高
等
学
校
に
着
任
い
た
し
ま
し
た
加
藤

秀
昭
と
申
し
ま
す
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と
お

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
か
ら
、
母
校
の
教
育

振
興
に
対
し
ま
し
て
、
特
段
の
御
支
援
・
御
協
力
を
い
た

だ
き
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
ず
、
令
和
２
年
度
の
大
学
入
試
結
果
を
ご
報
告
い
た

し
ま
す
。
合
格
者
数
は
現
役
生
と
浪
人
生
を
合
わ
せ
た
も

の
で
す
。
国
公
立
大
学
で
は
、
東
京
大
学
13
名
、
京
都
大

学
６
名
、
東
京
工
業
大
学
13
名
、
一
橋
大
学
６
名
、
北
海

道
大
学
３
名
、
東
北
大
学
12
名
、
筑
波
大
学
14
名
、
お
茶

の
水
女
子
大
学
４
名
な
ど
、
合
計
で
２
５
６
名
が
合
格
し

ま
し
た
。
私
立
大
学
で
は
、
早
稲
田
大
学
90
名
、
慶
応
大

学
53
名
、上
智
大
学
22
名
、東
京
理
科
大
学
１
３
７
名
な
ど
、

大
変
す
ば
ら
し
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
生
徒
諸
君
は
非

常
に
よ
く
が
ん
ば
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
の
入
学
式
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
で
、
新
入
生
と
教
職
員
だ
け
の
例
年
と
は
異
な
る
形

で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
４
月
６
日
に
厳
粛
に
挙
行
さ
れ
、

３
６
４
名
の
新
入
生
を
迎
え
入
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
緊
急
事
態
宣
言
に
伴
う
臨
時
休
校
が
続
き
、

６
月
１
日
に
よ
う
や
く
学
校
再
開
と
な
り
ま
し
た
。
当
面

は
、
始
業
時
間
を
繰
り
下
げ
、
分
散
登
校
と
い
う
形
で
の

再
開
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、「
大
宮
高
校
感
染
対
策
方
針
」

及
び
「
衛
生
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
）」
を

策
定
し
、
生
徒
及
び
教
職
員
の
感
染
防
止
に
万
全
を
期
す

こ
と
と
し
ま
し
た
。
早
く
通
常
の
学
校
の
教
育
活
動
が
行

え
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
切
望
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
ド
イ
ツ
姉
妹
校
と
の
交
流
事
業
に
つ
き
ま
し

て
は
、
今
年
は
受
け
入
れ
の
年
の
予
定
で
し
た
。
し
か
し
、

世
界
的
な
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
が
大
き

く
、
今
年
度
の
受
け
入
れ
は
中
止
と
な
り
、
来
年
度
に
受

け
入
れ
る
予
定
と
な
り
ま
し
た
。
同
窓
会
か
ら
多
大
な
ご

支
援
を
い
た
だ
い
て
い
る
事
業
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
の

よ
う
な
状
況
に
つ
い
て
ご
理
解
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、
教
育
活
動

に
大
き
な
影
響
が
あ
る
状
況
で
す
が
、
目
指
す
学
校
像
の

「
勉
強
と
部
活
動
等
の
両
立
の
実
践
と
自
主
自
律
の
精
神
の

涵
養
に
よ
り
、
高
い
志
と
強
い
使
命
感
を
持
っ
た
ト
ッ
プ

リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る
学
校
」
を
目
指
し
、
教
職
員
一
丸

と
な
っ
て
生
徒
の
教
育
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
同
窓

会
の
皆
様
に
は
、
今
後
と
も
大
高
を
温
か
く
見
守
っ
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
着
任
の
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。
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◎
各
種
お
問
い
合
せ

・
同
期
会
、
部
活
同
窓
会
、
ク
ラ
ス
同
窓
会
な
ど

を
お
考
え
の
同
窓
生
は
、
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

０
１
２
０-

１
０-

９
８
９
９
（
内
線
６
）

に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
住
所
録
の
提
供
、
開

催
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を
ご
利
用
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
大
高
や
ま
ぼ
う
し
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
、
開
催
の
案
内
や
当
日
の
様
子
を
掲
載
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

・
住
所
の
変
更
、
会
報
の
申
し
込
み
も
右
の
フ
リ

ー
ダ
イ
ヤ
ル
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。 

  ◎
会
報
『
や
ま
ぼ
う
し
』
の

　
　
　
　
　
　
　
送
付
に
つ
い
て

　

今
号
で
19
号
と
な
る
会
報
で
す
が
、
次
の
皆
様

に
お
送
り
し
て
お
り
ま
す
。

① 

総
会
・
懇
親
会
へ
の
出
席
者

② 

賛
助
金
（
一
口
３
千
円
）の
協
力
者

③ 

会
報
協
賛
金
（
２
千
円
）の
協
力
者

　

以
上
の
皆
様
に
は
そ
の
年
か
ら
３
年
間
会
報
を

お
送
り
い
た
し
ま
す
。
新
規
に
会
報
の
送
付
を
ご

希
望
の
方
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
お
申
し
込
み
い

た
だ
く
か
、
お
近
く
の
郵
便
局
か
ら
左
記
の
口
座

番
号
へ
お
振
り
込
み
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
と
も
ご
協
力
の
程
、
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

ご 

案 

内

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
振
込
口
座
番
号

０
０
１
０
０
・
３
・
１
５
８
５
３
５

振
込
口
座
名
義

埼
玉
県
立
大
宮
高
等
学
校
同
窓
会

大
宮
高
等
学
校校

　
長
　
　
加  
藤  
秀  

昭
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同
窓
会
最
大
の
行
事
で
あ
る
「
総
会
＆
懇
親
会
」
は
、

今
年
度
5
月
16
日
（
土
）
に
開
催
を
予
定
し
、
役
員
一
同

昨
年
夏
よ
り
準
備
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
1
月
か
ら
は
、

ご
案
内
す
る
郵
便
物
の
編
集
に
入
り
、
3
月
初
旬
に
は
発

送
準
備
も
整
え
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
年
2
月
に

入
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
例
が
相
次
ぎ
発
生
し

ま
し
た
。
そ
の
頃
は
、
総
会
開
催
ま
で
に
沈
静
化
す
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
期
待
と
共
に
、
3
月
末
に
開
催
予
定

を
し
て
い
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
会
の
開
催
準
備
を
し
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
な
が
ら
感
染
拡
大
が
国
内
で
相
次
ぎ
、
同

窓
会
と
し
て
も
3
月
初
旬
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
会
の
中
止
を

告
知
し
、
ま
た
、
5
月
の
総
会
開
催
に
つ
い
て
も
同
窓
生

の
安
心
安
全
を
第
一
に
考
え
3
月
中
旬
に
は
開
催
中
止
を

決
定
し
ま
し
た
。
こ
の
決
定
は
、
同
窓
会
が
発
足
し
て
初

め
て
の
決
定
で
あ
り
ま
し
た
。
た
だ
、
残
念
な
こ
と
に
、

総
会
案
内
の
発
送
中
止
に
は
間
に
合
わ
ず
、
改
め
て
総
会

開
催
中
止
の
ご
案
内
を
郵
便
物
と
同
窓
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
し
た
。

さ
て
、
同
窓
会
事
業
に
つ
い
て
は
、
本
来
定
期
総
会
で

ご
承
認
を
頂
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
今
年

度
は
定
期
総
会
開
催
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
同
窓
会
の

会
則
に
従
い
同
窓
会
の
役
員
会
に
て
至
急
を
要
す
る
要
件

と
し
て
、
前
年
度
の
収
支
決
算
及
び
事
業
報
告
と
新
年
度

の
収
支
予
算
及
び
事
業
計
画
を
総
会
に
代
わ
り
決
議
し
ま

し
た
。
こ
の
場
合
は
、
次
期
総
会
に
て
承
認
を
必
要
と
し

て
お
り
ま
す
。

次
に
秋
開
催
予
定
の
同
窓
会
の
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、

大
変
残
念
で
あ
り
ま
す
が
す
べ
て
開
催
中
止
と
い
た
し
ま

し
た
。

9
月　

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会　

開
催
中
止

10
月　

関
西
支
部
総
会　

開
催
中
止

10
月　

や
ま
ぼ
う
し
杯
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ　

開
催
中
止

11
月　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
会　

開
催
中
止

以
上
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
影
響
さ
れ

た
同
窓
会
の
実
情
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
今
年
度
は
母
校

の
国
際
交
流
事
業
や
文
化
祭
も
中
止
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

同
窓
会
会
員
の
皆
様
や
母
校
の
生
徒
や
関
係
者
の
皆
様
が
、

楽
し
く
交
流
で
き
る
時
が
早
く
来
る
こ
と
を
願
っ
て
報
告

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
事
務
局
担
当　

第
22
回
卒　

笠
原
清
和
）

同
窓
会
活
動
の
ご
報
告
と

秋
開
催
の
イ
ベ
ン
ト
中
止
の
お
知
ら
せ
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4 月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

1月

2月

3月

 5 日（金） 入学式　［学校行事］
 20 日（土） 第 1回役員会
 6 日（月） 会計監査
 11 日（土） 第 2回役員会
 18 日（土） 総会・懇親会
 15 日（土） 第 3回役員会
 20 日（土） 第 4回役員会
 24 日（水） 国際交流助成金贈呈
 1 日（木） 『やまぼうし第 18号』発行
 21 日（土） 第 5回役員会
 28 日（土） 第 4回ボウリング大会
 19 日（土） 第 6回役員会
 27 日（日） 第 5回関西支部総会
 28 日（月） 第 19 回ゴルフコンペ開催
 16 日（土） 第 7回役員会
 23 日（土） 第 21 回ウォーキング会
 25 日（土） 同窓会の説明　［ＰＴＡ後援会合同会議］
 25 日（土） 第 8回役員会・新年会
 31 日（金） 卒業証書フォルダー贈呈
 15 日（土） 第 9回役員会
 13 日（金） 同窓会入会式
 14 日（土） 卒業式　［学校行事］
 20 日（金） 第 10 回役員会　（開催中止）
 28 日（土） 第 22 回ウォーキング会　（開催中止）

 6 日（月） 入学式　［学校行事］　（規模縮小）
 18 日（土） 第 1回役員会　（開催中止）
 6 日（土） 会計監査　（5月 13日　変更し開催）
 9 日（土） 第 2回役員会　（開催中止）
 16 日（土） 総会・懇親会　（開催中止）
 20 日（土） 第 3回役員会
 18 日（土） 第 4回役員会
      初旬  国際交流助成金贈呈式（開催中止）
 31 日（月） 『やまぼうし第 19号』発行（9月発行）
 19 日（土） 第 5回役員会
 26 日（土） 第 5回ボウリング大会　（開催中止）
 17 日（土） 第 6回役員会
 18 日（日） 第 7回関西支部総会　（開催中止）
 26 日（月） 第 20 回ゴルフコンペ開催　（開催中止）
 21 日（土） 第 7回役員会
 28 日（土） 第 23 回ウォーキング会　（開催中止）
 23 日（土） 同窓会の説明　［ＰＴＡ後援会合同会議］
 23 日（土） 第 8回役員会・新年会
 31 日（日） 卒業証書フォルダー贈呈
 20 日（土） 第 9回役員会
      中旬  同窓会入会式
      中旬  卒業式　［学校行事］
 20 日（土） 第 10 回役員会
 27 日（土） 第 24 回ウォーキング会

2019 年度事業（活動）報告 2020 年度事業（活動）計画

※初代会長　渡辺 勝（県立1回）2年間／3代会長　堀江 恵之助（県立3回）4年間／4代会長　渋谷 十（片倉学園）6年間

2020 年８月 31日までの状況を記入済

     氏名
出窪　昭一
福永　信彦
中村　孝三
本持　正二
石塚　幸治
名雲　啓二
柴崎　良一
笠原　清和
根岸　正高
高橋　孝行
山田　祐司
飯塚　陽子
小山内信也
吉田　隆江
斎藤　正一
松本　輝夫
迎　　正子
藤岡　久
村井　幸子
松田　俊夫
片野扶桑雄
中田世津子
井上ひろみ

     氏名
守屋　吉康
新井　洋光
野口　誠
福田　稔
小山　敏久
境野　英雄
波多野吉和
田崎　和子　
團　　誠幸
前島　恭子
佐藤　陽介
浅子　俊治
草刈　利夫
高橋　貞雄
山本　和美
松本　良夫
五明　顕二
飯島　清
寺田　忠史
柳瀬　彬雄
加藤　憲一
梅本　芳
野原　健志

卒業回
県立 19回
県立 19回
県立 22回
県立 24回
県立 25回
県立 26回
県立 26回
県立 27回
県立 28回
県立 32回
県立 32回
県立　1回
県立　1回
県立　1回
県立　8回
県立　8回
県立 15回
県立 16回
県立 16回
県立 16回
県立 17回
県立 26回
県立 33回

役職名
常任幹事
常任幹事
常任幹事
常任幹事
常任幹事
常任幹事
常任幹事
常任幹事
常任幹事
常任幹事
常任幹事
幹事
幹事
幹事
幹事
幹事
幹事
幹事
幹事
幹事
幹事
幹事
幹事

担当
広報
広報
企画
広報
企画
総務
企画
企画
企画
総務
企画

卒業回
県立　2回
県立 12回
県立 18回
県立　5回
県立 17回
県立 22回
県立 18回
県立 22回
県立 22回
県立 26回
県立 33回
県立 33回
県立 23回
県立 25回
県立 17回
県立 22回
県立　8回
県立 10回
県立 10回
県立 10回
県立 10回
県立 14回
県立 18回

役職名
顧問
顧問
顧問
顧問
顧問
会長
副会長
副会長
副会長
副会長
副会長
副会長
会計
会計
監事
監事

常任幹事
常任幹事
常任幹事
常任幹事
常任幹事
常任幹事
常任幹事

担当
　2代会長（21年間）
　5代会長（13年間）
　6代会長（5年間）
　7代会長（3年間）
　8代会長（6年間）
　9代会長（現任）
企画部長
総務部長
総務

広報部長
総務
広報

総務会計
総務会計
会計監査
会計監査
総務
企画
企画
企画

関西支部長
広報
広報

大高やまぼうし会役員一覧（2020年 4月1日現在）

月 日 事業（活動）

4月

5月

6月
7月

8月

9月

10月

11月

1月

2月

3月

月 日 事業（活動）

事業（活動）報告と事業（活動）計画
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総会・懇親会参加、賛助金、会報協賛金についての御礼、報告、お願い
会員の皆様のおかげで、毎年の総会・懇親会を始めとする各行事や、会報『やまぼうし』の発行などが行われております。

深く御礼申し上げ、昨年度ご協力いただいた、総会・懇親会参加費、助成金、会報協賛金の会計を報告いたします。合わせて、
昨年 7月以降、本年 6月 30日までのご協力いただいた方々のご報告をいたします。これからも引き続きご協力いただけま
すよう、お願い申し上げます。
ご協力いただいた方々のお名前等、間違いや脱落等ありましたらご容赦いただきたく、またお手数ではありますが、ご一

報いただきますようお願い申し上げます。ご協力ありがとうございました。

2019（令和元年）度　総会・懇親会参加費、会報協賛金・賛助金報告
総会・懇親会参加費 452,000円 （92名）
会報協賛金（2,000円） 656,000円 （328名）
賛助金（1口3,000円） 1,007,000円 （272名）
         合　　計                          2,115,000円

２０１９（令和元）年７月１日～２０２０（令和２）年３月３１日 （敬称略）
1回  中島　房子
8回  蓜島　清
14回  中山（中山）義子

17回  榎本（小島）紀子
22回  山口　礼子
24回  細島　幹夫

25回  浅田　孝子
26回  中根　浩
28回  鹿間　麻里

30回  藤原　浦太
46回  平澤　洋史
64回  林　怜旺

68回  斉藤　可奈子
69回  辻本　陽翔

２０２０（令和２）年４月１日～２０２０（令和２年）年６月３０日 （敬称略）
1回  今西（田中）弘子
1回  加藤　彣子
1回  髙橋　貞雄
2回  新井（蓜島）マサ子
3回  市川　甫
3回  松本　弘明
3回  渡辺　喬
4回  加藤　裕子
4回  小山（平田）実
4回  関野　万昌
4回  松本　恒男
5回  阿部（矢部）静子
5回  小俣（小俣）昌子
5回  井上（佐藤）榮
5回  清水（山本）妙子
5回  下村　義恒
5回  武部（斉藤）園子
5回  山口　武一
6回  天沼(須原）義江
6回  井田(高山）久枝
6回  市川（市川）芙子
6回  奥山（小池）朗子
6回  小林（辻）幸江
6回  清水　富雄
6回  関根（井出）紀子
6回  山本（伊藤）雅子
7回  秋元　宏文
7回  吉川(岡田）信子
7回  小島（池田）美智子
7回  白根　繁光
7回  鈴木（松井）登美
8回  石黒（橋本）照子
8回  市川　勝彦
8回  大谷（長谷川）典子
8回  木内　圀郎
8回  佐渡　和夫
8回  鈴木　昭三
8回  高橋　宏次
8回  堤本（荻島）八千代
8回  三谷（新井）万為
8回  宮澤（加藤）紀代子
8回  迎　正子
8回  矢作（遠藤）理和子
8回  山本　嘉男
10回  雨宮（雨宮）スミ
10回  小髙　敏男
10回  石井　亮二
10回  石田　和
10回  片野　扶桑雄
10回  中村（中村）弘子
11回  赤熊（清水）かつ子
11回  天沼（伊藤）雅枝

11回  小金井　肇
11回  長谷川（竹野）恵子
11回  宮森（山田）尚子
12回  長田（山田）弘子
12回  斉藤　隆輔
12回  萩原　規功　
12回  吉田　重光
13回  井上　泰一
13回  倉持（鈴木）千鶴子
13回  田村（篠崎）洋子
13回  長濱　亨
14回  磯部（柳原）苑子
14回  小山　徹
14回  齋藤（大塚）美津子
14回  島村　興三
14回  関山（石井）信子
14回  田中　豊夫
14回  田村（武藤）節子
14回  中田(中田）世津子
14回  原田　重之
14回  星野　嘉雄
14回  宮崎　良蔵
14回  吉岡（森）欣子
15回  石随（樺沢）千恵子
15回  奥田（館森）陽子
15回  五明　顕二
15回  佐々木（和田）礼子
15回  住吉（国枝）めぐみ
15回  滝野瀬　君枝
15回  田中（板谷）由子
15回  豊川（江田）壽子
15回  原田（新藤）陽子
15回  髙野　政信
16回  青木　省二
16回  磯田（鈴木）紀子
16回  内田（島津）愛子
16回  大橋（内河）宏子
16回  佐藤（宮原）裕子
16回  寺田　忠史
16回  髙松　徳治
16回  鶴島　正道
16回  中村　繁
16回  松田　完司
16回  栁瀬　彬雄
16回  山田（山田）啓子
16回  渡辺　明子
16回  渡辺（奈良）みさ子
17回  新井（神田）恵美子
17回  岩淵　孝男
17回  大熊　康司
17回  大沢　金一
17回  大山　建一

17回  岡田　信行
17回  小幡（神作）組子
17回  加藤　憲一
17回  神田　博一
17回  熊谷　一行
17回  斉藤　正一
17回  斉藤　晴記
17回  堺（簗瀬）陽子
17回  坂本　悟
17回  下野（青柳）章子
17回  須永　勇
17回  高岡　正美
17回  千葉　俊秀
17回  中村　敬
17回  深草　茂美
17回  細田（萩原）美江
17回  三輪　美和子
17回  渡辺（安保木）幸子
18回  荒井（鈴木）道子
18回  松沢　清
18回  新井　幸男
18回  井上（天沼）ひろみ
18回  植木（小山）治子
18回  小名木　茂美
18回  加藤（小曽川）幸子
18回  加藤（加藤）千恵子
18回  川村（髙橋）幹子
18回  桑子　良利
18回  駒井（永堀）恵美子
18回  柴崎　良一
18回  茅野（木下）充代
18回  長澤　信一
18回  松本　好章
18回  柳原（斎藤）悦子
18回  渡辺　健一
19回  大内　賢二
19回  花岡（高岡）千代野
19回  渡邊　泉
20回  三瓶　善弘
20回  島田　芳郎
20回  村瀬（藤谷）君恵
20回  綿貫　正雄
21回  笠原（髙原）ゆか里
21回  川島（石井）登久子
21回  清水（田島）千恵子
21回  細沼　茂
22回  六沢　俊正
22回  阿部(丹野）景子
22回  新井　壽代
22回  伊藤（福島）久美子
22回  猪瀬　雄二
22回  宇田川　勝

22回  笠原　清和
22回  川村　潔
22回  久保田　憲治
22回  笹川　博史
22回  佐藤　幸夫
22回  篠崎　隆
22回  高橋(田島）みさお
22回  竹鼻（佐藤）敏子
22回  辻川（居木）理美
22回  中島　進
22回  中島　豊
22回  名雲　啓二
22回  根岸　正高
22回  藤井（黒沢）まゆみ
22回  藤田（小滝）光子
22回  堀越（粕谷）洋子
22回  増永　隆司
23回  小山内　信也
23回  川井　政弘
23回  鹿沼　正明
23回  升田　恒明　
23回  山田　健志
24回  内田　孝
24回  大川（高橋）和子
24回  大澤　道雄
24回  鴨田　隆
24回  神田　徹
24回  中村　　滋
24回  中村　信志
24回  服部　智
24回  福田　稔
24回  前島　正俊
24回  村木（清水）和子
24回  安川　正
25回  秋葉　昌代
25回  川津（市川）圭子
25回  深谷　豊
25回  吉田　隆江
25回  吉田　豊作
25回  渡辺（小林）由美子
26回  片山　俊彦
26回  加藤　孝文
26回  桑原　幸重
26回  蓮見　哲
26回  波多野　吉和
26回  原島　敏一
26回  松本　和男
27回  並木　泰樹
27回  野口　登
27回  山崎　和美
28回  石井　次郎
28回  荻島　勝美

28回  佐藤　英男
28回  鹿間　麻理
28回  團　　誠幸
28回  永峰　博之
28回  西岡（茂野）優子
28回  浜田　彰彦
28回  藤井（遠藤）裕子
28回  堀口　文明
28回  三村（瀧野）啓子
29回  浅見（鈴木）美代子
31回  酒巻（重枝）和枝
32回  佐々木（吉野）今日子
32回  鈴木（大谷）尚子
32回  伏見　恒治
32回  刈谷　圭介
33回  飯塚（小林）陽子
33回  坂田　芳正
33回  島田　義之
33回  山田（小築）祐司
34回  針谷　明房
36回  瀬島（本間）通予
37回  金沢　宏昭
37回  渋谷　仁
37回  若月　健
38回  今井　正悟
39回  井原　望
39回  柏瀬　祥一
40回  初川　貴司
41回  石田　雄三
45回  小島　精一
46回  岩崎　剛史
47回  山田　泰志
48回  会田　崇
48回  小島　豪
48回  吉川　大輔
49回  麻植　崇允
50回  小林　将太
56回  小室　潤平
57回  山口　悟史
57回  山下　隼平
58回  林　　佑亮
61回  田口　梓
65回  綿貫　雄介
66回  竹林　七峰
67回  山岡　ゆり　
68回  藤本　知子
69回  柿沼（柿沼）早紀
70回  奈良　有紗
70回  西島　昂亮
70回  山口　淳平
70回  山下　将矢
70回  山本　愛子



2
回
卒
 匿
名

86
才
に
な
り
ま
し
た
。
脊
椎
間
狭
窄
症
で

歩
行
も
困
難
に
な
っ
て
ま
す
が
、
週
２
回
デ

イ
ケ
ア
へ
通
っ
て
元
気
で
す
。

3
回
卒
 松
本
　
弘
明

「
生
き
る
た
め
に
食
う
か
、
食
う
た
め
に

生
き
る
か
」
私
が
大
学
入
学
時
に
教
室
の
正

面
に
書
か
れ
て
い
た
言
葉
で
す
。
85
才
に
な

る
私
で
す
が
、
一
生
懸
命
農
業
で
働
い
て
ま

す
。
健
康
で
体
を
動
か
せ
る
の
は
幸
せ
だ
と

思
い
ま
す
。
同
級
生
も
数
人
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
で
も
よ
く
会
っ
て
ま
す
。
外
出

は
で
き
る
だ
け
控
え
て
ま
す
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
事
が
気
に
か
か
り
ま
す
。

3
回
卒
 小
暮
　
進

現
在
、
飯
能
市
（
在
住
し
て
ま
す
）
は
宮

沢
湖
周
辺
の
メ
ッ
ツ
ァ（
ム
ー
ミ
ン
バ
レ
ー
）

で
若
い
人
達
が
沢
山
訪
れ
、
賑
わ
い
を
見
せ

て
お
り
ま
す
。小
生
も
一
度
訪
れ
ま
し
た
が
、

ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
？
な
気
分
に
な
り
ま
す
よ
。

ぜ
ひ
一
度
息
抜
き
に
来
て
く
だ
さ
い
。
も
う

87
歳
に
な
り
ま
し
た
が
元
気
に
し
て
お
り
ま

す
。

4
回
卒
 田
中
（
本
島
）
久
子

当
地
（
福
島
県
）
も
桜
の
開
花
宣
言
が
出

さ
れ
た
ば
か
り
で
す
。
猛
威
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
、
一
刻
も
早
い
治
療
薬
の
開
発
を
待
ち

望
ん
で
い
ま
す
。（
４
月
2
日
）

5
回
卒
 匿
名

東
京
都
庁
に
33
年
間
、
そ
の
後
、
約
22
年

間
民
間
企
業
、専
門
学
校
等
の
講
師
を
務
め
、

現
在
は
完
全
引
退
し
、
地
元
自
治
会
の
活
動

に
精
を
出
し
て
お
り
ま
す
。

5
回
卒
　
清
水
（
山
本
）
妙
子

元
気
で
過
ご
し
て
い
ま
す
。
近
く
に
運
動

公
園
が
あ
り
、
そ
こ
に
土
手
が
あ
り
、
毎
日

30
分
午
后
散
歩
し
て
い
ま
す
。
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
し
て
い
ま
す
。

6
回
卒
 脇
野
　
晁

同
じ
町
内
に
居
る
先
輩
同
窓
生
2
人
の
サ

ポ
ー
タ
ー
を
し
て
い
ま
す
。高
校
時
代
の「
話

し
」
を
笑
顔
で
よ
く
聞
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

同
窓
生
っ
て
い
い
も
ん
で
す
。

6
回
卒
 匿
名

昔
、
彼
と
付
き
合
っ
て
い
ま
し
た
。
今
は

認
知
症
と
付
き
合
っ
て
い
ま
す
。

6
回
卒
 浅
子
　
寛

令
和
2
年
、
有
志
で
親
睦
を
目
的
主
体
の

会
を
設
立
（
仮
称
や
ま
と
会
）。
こ
れ
か
ら

の
余
生
を
健
康
と
体
力
保
持
し
、
同
志
で
互

い
に
情
報
を
発
信
し
、
笑
顔
と
ゆ
と
り
あ
る

人
生
を
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

8
回
卒
 相
馬
　
キ
ン

前
回
池
袋
の
会
で
は
大
変
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。
2
0
2
0
年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ま
で

頑
張
り
ま
し
ょ
う
。
と
言
っ
て
お
別
れ
し
、

世
の
中
コ
ロ
ナ
で
大
混
乱
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
私
ご
と
で
す
が
、
去
る
4
月
4
日

に
夫
が
倒
れ
、
脳
こ
う
そ
く
で
入
院
し
て
い

ま
す
。
こ
の
時
期
コ
ロ
ナ
で
面
会
も
ま
ま
な

り
ま
せ
ん
。
２
人
し
て
あ
れ
こ
れ
反
省
し
た

り
悔
ん
だ
り
の
毎
日
で
す
。

8
回
卒
 大
谷
（
長
谷
川
）
典
子

４
年
先
輩
（
大
宮
校
ボ
ー
ト
部
）
の
主
人

と
結
婚
し
て
56
年
過
ぎ
、
84
才
と
80
才
の
老

夫
婦
と
な
り
、
学
生
時
代
は
は
る
か
遠
く
に

な
り
ま
し
た
。
さ
す
が
に
最
近
は
ス
キ
ー
、

ゴ
ル
フ
、
海
外
旅
行
、
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
も
卒

業
し
、
老
体
に
ム
チ
を
打
ち
仕
事
（
自
営
）

を
続
け
て
い
ま
す
。（
一
部
割
愛
）

11
回
卒
　
宮
森
（
山
田
）
尚
子

子
や
孫
た
ち
か
ら
喜
寿
の
祝
い
を
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。
歳
相
応
に
健
康
に
気
を

使
い
な
が
ら
元
気
で
や
っ
て
い
ま
す
。
や

ま
ぼ
う
し
の
会
報
を
い
た
だ
く
た
び
に
、

高
校
時
代
を
な
つ
か
し
く
思
い
出
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

13
回
卒
　
長
濱
　
亨

不
定
期
で
は
あ
る
が
、
会
社
で
勤
務
し
て

お
り
ま
す
。
大
宮
高
校
同
級
生
の
井
上
君
、

西
田
君
と
は
、
年
に
数
回
情
報
交
換
会
を
し

て
い
ま
す
。

13
回
卒
　
小
室
（
大
塚
）
禮
子

秋
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、
と
て
も
楽
し
く

参
加
出
来
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
先

輩
と
言
わ
れ
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。現
在
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
家
か
ら
出
な
い
よ

う
に
し
て
い
る
日
々
で
す
。
こ
の
よ
う
な
大

変
な
体
験
は
初
め
て
で
、
気
を
ひ
き
し
め
て

日
々
生
き
て
い
か
な
く
て
は
と
思
っ
て
い
ま

す
。
終
息
し
て
明
る
い
日
々
が
戻
る
よ
う
切

に
思
っ
て
い
ま
す
。

16
回
卒
　
高
松
　
徳
治

高
１
夏
こ
ろ
、
大
高
文
集　

川
柳
「
赤
座

布
団　

何
枚
敷
い
て
も
冷
え
る
わ
ね
ー
」
詠

み
人
の
感
性
に
感
銘
、
あ
れ
か
ら
57
年
。
葉

室
、
藤
沢
、
司
馬
、
浅
田
、
吉
村
、
澤
田
各

氏
の
時
代
小
説
に
涙
、
時
折
電
車
を
乗
り
過

ご
す
。
夢
中
に
な
れ
る
仕
事
を
あ
と
10
年
以

上
は
続
け
た
い
。
古
流
居
合
兵
法
の
稽
古
を

友
に
、
神
仏
に
感
謝
と
祈
り
修
練
の
日
々
、

間
々
過
ぎ
る
孫
と
の
時
間
は
至
福
。

16
回
卒
　
桐
谷
（
岩
崎
）
真
砂
子

中
学
校
の
サ
ポ
ー
ト
教
員
を
続
け
て
ま

す
。
生
徒
や
若
い
先
生
た
ち
に
囲
ま
れ
、
何

と
か
お
役
に
立
て
る
よ
う
が
ん
ば
っ
て
い
ま

す
。
今
年
度
は
い
つ
平
常
通
り
始
め
ら
れ
る

か
心
配
で
す
。

17
回
卒
　
田
野
　
昭
造

70
歳
を
超
え
、地
域
の
安
全
安
心
の
た
め
、

自
治
会
活
動
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
ま

す
。
昨
年
11
月
末
、
第
17
回
卒
の
第
3
回
同

期
会
を
開
催
、
多
く
の
友
人
と
再
会
し
、
楽

し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

17
回
卒
　
田
中
（
遠
藤
）
恵
子

昨
年
２
月
に
主
人
が
野
球
中
に
心
筋
梗
塞

で
倒
れ
、
見
守
り
リ
ハ
ビ
リ
中
で
す
。
又
、

昨
年
５
月
に
は
リ
ハ
ビ
リ
ダ
ン
ス
で
生
還
記

念
発
表
会
で
ワ
ル
ツ
、
タ
ン
ゴ
、
ス
ロ
ー
ク

ィ
ッ
ク
、
ル
ン
バ
、
チ
ャ
チ
ャ
チ
ャ
等
を
踊

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。奇
跡
の
復
活
で
す
。

ダ
ン
ス
の
先
生
に
感
謝
で
す
。（
先
生
は
85

才
で
す
）
主
人
は
こ
り
ず
に
野
球
復
帰
の
た

め
運
動
リ
ハ
ビ
リ
中
で
す
。
私
は
な
ぎ
な
た

人
生
を
終
え
て
、
県
立
武
道
館
よ
り
感
謝
状

を
頂
き
ま
し
た
。
皆
様
お
元
気
で
。

17
回
卒
　
下
野
（
青
柳
）
章
子

週
3
日
位
で
す
が
、ま
だ
働
い
て
い
ま
す
。

今
冬
は
暖
か
い
冬
で
し
た
。
庭
が
白
く
な
っ

た
の
は
1
日
だ
け
。
40
年
以
上
金
沢
に
住
ん
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2
回
卒
 匿
名

86
才
に
な
り
ま
し
た
。
脊
椎
間
狭
窄
症
で

歩
行
も
困
難
に
な
っ
て
ま
す
が
、
週
２
回
デ

イ
ケ
ア
へ
通
っ
て
元
気
で
す
。

3
回
卒
 松
本
　
弘
明

「
生
き
る
た
め
に
食
う
か
、
食
う
た
め
に

生
き
る
か
」
私
が
大
学
入
学
時
に
教
室
の
正

面
に
書
か
れ
て
い
た
言
葉
で
す
。
85
才
に
な

る
私
で
す
が
、
一
生
懸
命
農
業
で
働
い
て
ま

す
。
健
康
で
体
を
動
か
せ
る
の
は
幸
せ
だ
と

思
い
ま
す
。
同
級
生
も
数
人
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
で
も
よ
く
会
っ
て
ま
す
。
外
出

は
で
き
る
だ
け
控
え
て
ま
す
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
事
が
気
に
か
か
り
ま
す
。

3
回
卒
 小
暮
　
進

現
在
、
飯
能
市
（
在
住
し
て
ま
す
）
は
宮

沢
湖
周
辺
の
メ
ッ
ツ
ァ（
ム
ー
ミ
ン
バ
レ
ー
）

で
若
い
人
達
が
沢
山
訪
れ
、
賑
わ
い
を
見
せ

て
お
り
ま
す
。小
生
も
一
度
訪
れ
ま
し
た
が
、

ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
？
な
気
分
に
な
り
ま
す
よ
。

ぜ
ひ
一
度
息
抜
き
に
来
て
く
だ
さ
い
。
も
う

87
歳
に
な
り
ま
し
た
が
元
気
に
し
て
お
り
ま

す
。

4
回
卒
 田
中
（
本
島
）
久
子

当
地
（
福
島
県
）
も
桜
の
開
花
宣
言
が
出

さ
れ
た
ば
か
り
で
す
。
猛
威
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
、
一
刻
も
早
い
治
療
薬
の
開
発
を
待
ち

望
ん
で
い
ま
す
。（
４
月
2
日
）

5
回
卒
 匿
名

東
京
都
庁
に
33
年
間
、
そ
の
後
、
約
22
年

間
民
間
企
業
、専
門
学
校
等
の
講
師
を
務
め
、

現
在
は
完
全
引
退
し
、
地
元
自
治
会
の
活
動

に
精
を
出
し
て
お
り
ま
す
。

5
回
卒
　
清
水
（
山
本
）
妙
子

元
気
で
過
ご
し
て
い
ま
す
。
近
く
に
運
動

公
園
が
あ
り
、
そ
こ
に
土
手
が
あ
り
、
毎
日

30
分
午
后
散
歩
し
て
い
ま
す
。
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
し
て
い
ま
す
。

6
回
卒
 脇
野
　
晁

同
じ
町
内
に
居
る
先
輩
同
窓
生
2
人
の
サ

ポ
ー
タ
ー
を
し
て
い
ま
す
。高
校
時
代
の「
話

し
」
を
笑
顔
で
よ
く
聞
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

同
窓
生
っ
て
い
い
も
ん
で
す
。

6
回
卒
 匿
名

昔
、
彼
と
付
き
合
っ
て
い
ま
し
た
。
今
は

認
知
症
と
付
き
合
っ
て
い
ま
す
。

6
回
卒
 浅
子
　
寛

令
和
2
年
、
有
志
で
親
睦
を
目
的
主
体
の

会
を
設
立
（
仮
称
や
ま
と
会
）。
こ
れ
か
ら

の
余
生
を
健
康
と
体
力
保
持
し
、
同
志
で
互

い
に
情
報
を
発
信
し
、
笑
顔
と
ゆ
と
り
あ
る

人
生
を
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

8
回
卒
 相
馬
　
キ
ン

前
回
池
袋
の
会
で
は
大
変
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。
2
0
2
0
年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ま
で

頑
張
り
ま
し
ょ
う
。
と
言
っ
て
お
別
れ
し
、

世
の
中
コ
ロ
ナ
で
大
混
乱
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
私
ご
と
で
す
が
、
去
る
4
月
4
日

に
夫
が
倒
れ
、
脳
こ
う
そ
く
で
入
院
し
て
い

ま
す
。
こ
の
時
期
コ
ロ
ナ
で
面
会
も
ま
ま
な

り
ま
せ
ん
。
２
人
し
て
あ
れ
こ
れ
反
省
し
た

り
悔
ん
だ
り
の
毎
日
で
す
。

8
回
卒
 大
谷
（
長
谷
川
）
典
子

４
年
先
輩
（
大
宮
校
ボ
ー
ト
部
）
の
主
人

と
結
婚
し
て
56
年
過
ぎ
、
84
才
と
80
才
の
老

夫
婦
と
な
り
、
学
生
時
代
は
は
る
か
遠
く
に

な
り
ま
し
た
。
さ
す
が
に
最
近
は
ス
キ
ー
、

ゴ
ル
フ
、
海
外
旅
行
、
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
も
卒

業
し
、
老
体
に
ム
チ
を
打
ち
仕
事
（
自
営
）

を
続
け
て
い
ま
す
。（
一
部
割
愛
）

11
回
卒
　
宮
森
（
山
田
）
尚
子

子
や
孫
た
ち
か
ら
喜
寿
の
祝
い
を
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。
歳
相
応
に
健
康
に
気
を

使
い
な
が
ら
元
気
で
や
っ
て
い
ま
す
。
や

ま
ぼ
う
し
の
会
報
を
い
た
だ
く
た
び
に
、

高
校
時
代
を
な
つ
か
し
く
思
い
出
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

13
回
卒
　
長
濱
　
亨

不
定
期
で
は
あ
る
が
、
会
社
で
勤
務
し
て

お
り
ま
す
。
大
宮
高
校
同
級
生
の
井
上
君
、

西
田
君
と
は
、
年
に
数
回
情
報
交
換
会
を
し

て
い
ま
す
。

13
回
卒
　
小
室
（
大
塚
）
禮
子

秋
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、
と
て
も
楽
し
く

参
加
出
来
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
先

輩
と
言
わ
れ
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。現
在
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
家
か
ら
出
な
い
よ

う
に
し
て
い
る
日
々
で
す
。
こ
の
よ
う
な
大

変
な
体
験
は
初
め
て
で
、
気
を
ひ
き
し
め
て

日
々
生
き
て
い
か
な
く
て
は
と
思
っ
て
い
ま

す
。
終
息
し
て
明
る
い
日
々
が
戻
る
よ
う
切

に
思
っ
て
い
ま
す
。

16
回
卒
　
高
松
　
徳
治

高
１
夏
こ
ろ
、
大
高
文
集　

川
柳
「
赤
座

布
団　

何
枚
敷
い
て
も
冷
え
る
わ
ね
ー
」
詠

み
人
の
感
性
に
感
銘
、
あ
れ
か
ら
57
年
。
葉

室
、
藤
沢
、
司
馬
、
浅
田
、
吉
村
、
澤
田
各

氏
の
時
代
小
説
に
涙
、
時
折
電
車
を
乗
り
過

ご
す
。
夢
中
に
な
れ
る
仕
事
を
あ
と
10
年
以

上
は
続
け
た
い
。
古
流
居
合
兵
法
の
稽
古
を

友
に
、
神
仏
に
感
謝
と
祈
り
修
練
の
日
々
、

間
々
過
ぎ
る
孫
と
の
時
間
は
至
福
。

16
回
卒
　
桐
谷
（
岩
崎
）
真
砂
子

中
学
校
の
サ
ポ
ー
ト
教
員
を
続
け
て
ま

す
。
生
徒
や
若
い
先
生
た
ち
に
囲
ま
れ
、
何

と
か
お
役
に
立
て
る
よ
う
が
ん
ば
っ
て
い
ま

す
。
今
年
度
は
い
つ
平
常
通
り
始
め
ら
れ
る

か
心
配
で
す
。

17
回
卒
　
田
野
　
昭
造

70
歳
を
超
え
、地
域
の
安
全
安
心
の
た
め
、

自
治
会
活
動
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
ま

す
。
昨
年
11
月
末
、
第
17
回
卒
の
第
3
回
同

期
会
を
開
催
、
多
く
の
友
人
と
再
会
し
、
楽

し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

17
回
卒
　
田
中
（
遠
藤
）
恵
子

昨
年
２
月
に
主
人
が
野
球
中
に
心
筋
梗
塞

で
倒
れ
、
見
守
り
リ
ハ
ビ
リ
中
で
す
。
又
、

昨
年
５
月
に
は
リ
ハ
ビ
リ
ダ
ン
ス
で
生
還
記

念
発
表
会
で
ワ
ル
ツ
、
タ
ン
ゴ
、
ス
ロ
ー
ク

ィ
ッ
ク
、
ル
ン
バ
、
チ
ャ
チ
ャ
チ
ャ
等
を
踊

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。奇
跡
の
復
活
で
す
。

ダ
ン
ス
の
先
生
に
感
謝
で
す
。（
先
生
は
85

才
で
す
）
主
人
は
こ
り
ず
に
野
球
復
帰
の
た

め
運
動
リ
ハ
ビ
リ
中
で
す
。
私
は
な
ぎ
な
た

人
生
を
終
え
て
、
県
立
武
道
館
よ
り
感
謝
状

を
頂
き
ま
し
た
。
皆
様
お
元
気
で
。

17
回
卒
　
下
野
（
青
柳
）
章
子

週
3
日
位
で
す
が
、ま
だ
働
い
て
い
ま
す
。

今
冬
は
暖
か
い
冬
で
し
た
。
庭
が
白
く
な
っ

た
の
は
1
日
だ
け
。
40
年
以
上
金
沢
に
住
ん

で
ま
す
が
、
こ
ん
な
こ
と
は
初
め
て
で
す
。

コ
ロ
ナ
に
負
け
ず
、
又
来
年
こ
の
会
報
を
受

け
取
り
た
い
で
す
。

17
回
卒
　
岡
田
　
信
行

趣
味
は
？
と
聞
か
れ
、
貯
金
通
帳
を
見
る

こ
と
、
昼
寝
、
そ
し
て
お
墓
参
り
・
・
・
ん
。

今
日
ま
で
月
並
の
お
金
と
持
家
が
あ
り
、
働

き
口
が
あ
る
幸
せ
。
71
歳
な
ぜ
か
ま
だ
元
気

で
す
。
へ
へ

18
回
卒
　
松
本
　
好
司

ほ
ぼ
毎
日
、
近
く
の
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
に
通

い
ラ
ン
ニ
ン
グ
、
筋
ト
レ
な
ど
の
体
力
の
維

持
ア
ッ
プ
に
励
ん
で
い
ま
す
。
仕
事
を
し
て

な
い
の
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

18
回
卒
　
細
沼
（
中
村
）
京
子

現
役
で
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
市
内
病
院

で
30
年
勤
続
中
で
す
。
実
母
と
同
居
の
為
、

昨
年
引
越
し
致
し
ま
し
た
。
元
気
で
日
々
過

ご
し
て
い
ま
す
。

18
回
卒
　
田
羽
　
律
雄

高
校
を
卒
業
し
て
久
し
く
。
古
希
を
む

か
え
ま
し
た
。
現
在
、
と
て
も
元
気
に
生

活
し
て
お
り
ま
す
。
仕
事
も
リ
タ
イ
ア
ー

し
ま
し
た
。

18
回
卒
　
小
築
　
教
博

18
回
5
組
は
年
2
回
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

10
人
〜
15
人
集
合
し
て
、
に
ぎ
や
か
に
楽
し

く
す
ご
し
て
お
り
ま
す
。

20
回
卒
　
匿
名

総
会
等
ひ
ら
け
る
か
と
心
配
し
て
い
ま
し

た
が
、
本
当
に
残
念
な
知
ら
せ
と
な
り
ま
し

た
。
朝
が
来
な
い
夜
は
あ
り
ま
せ
ん
。
来
年

は
絶
対
ひ
ら
い
て
下
さ
い
。忍
の
時
期
で
す
。

20
回
卒
　
島
田
　
芳
郎

蕎
麦
屋
を
40
数
年
や
っ
て
き
ま
し
た
が
、

こ
の
ご
時
世
、
知
恵
を
絞
り
、
厳
し
い
難
局

を
乗
り
越
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

22
回
卒
　
匿
名

定
年
退
職
し
ま
し
た
が
、
週
４
日
午
前
中

の
み
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
ま
す
。
毎
週
1

回
テ
ニ
ス
・
水
泳
を
継
続
。
映
画
に
読
書
と

け
っ
こ
う
忙
し
い
毎
日
で
す
。（
英
語
に
フ

ラ
ン
ス
語
の
勉
強
も
継
続
）

22
回
卒
　
新
井
　
正

在
学
中
、塀
を
乗
り
越
え
て
学
友
（
悪
友
）

数
人
と
無
断
早
退
し
ま
し
た
。
大
宮
駅
手
前

で
Ｎ
先
生
に
見
つ
か
り
、
白
色
の
ス
バ
ル

3
6
0
（
愛
称
テ
ン
ト
ウ
虫
）
に
乗
せ
ら
れ

逆
戻
り
と
な
り
、
職
員
室
で
1
時
間
く
ら
い

説
論
さ
れ
ま
し
た
。
今
で
も
と
き
た
ま
テ
レ

ビ
映
像
等
で
ス
バ
ル
3
6
0
を
見
か
け
る

と
、
当
時
の
身
勝
手
だ
っ
た
自
分
を
ほ
ろ
苦

く
思
い
出
し
ま
す
。Ｎ
先
生
、
そ
の
節
は
ご

指
導
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

23
回
卒
　
匿
名

去
年
長
男
が
結
婚
し
て
、
今
年
の
2
月
に

初
孫
が
で
き
ま
し
た
。
西
宮
に
住
ん
で
い
る

の
で
顔
を
見
に
行
き
た
い
の
で
す
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
件
で
な
か
な
か
行
け
ま

せ
ん
。
早
く
終
息
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

23
回
卒
　
岸
　
信
治

ウ
ク
レ
レ
始
め
ま
し
た
（
独
学
で
）。
な

か
な
か
上
達
し
ま
せ
ん
が
・
・
・
。
目
指

せ
バ
ン
ド
！
で
す
。
障
碍
者
施
設
で
の
仕

事
、
週
末
帰
省
す
る
息
子
と
過
ご
し
、
菜
園
、

水
彩
画
と
忙
し
く
楽
し
い
日
々
で
す
。Ｊ
高

血
圧
、
少
し
づ
つ
ボ
ロ
が
出
始
め
て
ま
す

が
、
他
界
し
た
共
に
柔
道
で
汗
し
た
友
の

分
ま
で
力
を
出
し
て
日
々
を
過
ご
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

25
回
卒
　
吉
田
　
隆
江

3
月
に
田
尻
明
規
先
生
が
ご
逝
去
さ
れ
、

心
病
ん
で
お
り
ま
す
。
高
校
時
代
に
音
楽
部

で
培
っ
た
つ
な
が
り
が
、
40
年
経
っ
て
も
支

え
て
く
れ
る
こ
と
を
感
じ
る
日
々
で
す
。
先

生
の
お
か
げ
で
す
。
残
り
2
年
の
現
役
生
活

を
楽
し
み
た
い
と
お
も
い
つ
つ
、
初
め
て
の

長
期
休
校
に
揺
れ
る
日
々
で
あ
り
ま
す
。
皆

様
方
が
お
元
気
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
を
祈

っ
て
い
ま
す
。

27
回
卒
　
匿
名

昨
年
36
年
勤
め
た
会
社
を
定
年
退
職
し
、

新
し
い
会
社
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

29
回
卒
　
浅
見
（
鈴
木
）
美
千
代

今
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
世
界
中
が
大
変

な
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
感
染
し
た
方

が
少
し
で
も
早
く
回
復
さ
れ
る
こ
と
を
祈
る

ば
か
り
で
す
。
そ
し
て
、
私
た
ち
も
免
疫
力

を
高
め
、
感
染
防
止
、
拡
大
防
止
に
努
め
な

け
れ
ば
と
思
う
ば
か
り
で
す
。
そ
し
て
、
イ

ジ
メ
、
差
別
・
・
・
も
こ
の
こ
と
で
増
え
た

り
し
ま
せ
ん
よ
う
に
・
・
・
。

32
回
卒
　
刈
谷
　
圭
介

2
0
1
0
年
よ
り
ド
イ
ツ
に
住
ん
で
お
り

ま
す
。
過
去
2
度
の
赴
任
を
含
め
る
と
、
ド

イ
ツ
滞
在
は
合
計
20
年
を
超
え
ま
し
た
。

48
回
卒
　
小
島
（
大
嶋
）
豪

名
前
が
大
嶋
か
ら
小
島
に
変
わ
り
ま
し

た
。
住
所
も
引
っ
越
し
を
し
、
前
の
住
所
も

な
く
な
り
ま
し
た
。
登
録
上
ほ
ぼ
別
人
な
の

に
「
や
ま
ぼ
う
し
会
の
ご
案
内
」
は
転
送
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
郵
便
局
っ
て
ス
ゴ
イ
‼　

そ
ん
な
郵
便
局
で
昨
年
よ
り
局
長
に
な
り
ま

し
た
。
郵
便
局
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

65
回
卒
　
匿
名

近
頃
の
騒
ぎ
の
影
響
で
、
大
学
の
卒
業
式

や
そ
の
他
の
楽
し
み
が
な
く
な
り
落
ち
込
ん

で
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
が
頑
張
り
時
だ

と
思
う
の
で
、
気
持
ち
を
切
り
替
え
て
、
新

社
会
人
と
し
て
4
月
か
ら
精
進
し
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

68
回
卒
　
匿
名

大
学
で
数
学
を
学
ん
で
い
ま
す
。
舞
台
鑑

賞
を
よ
く
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

68
回
卒
　
匿
名

部
活
、
病
院
実
習
、
研
究
室
や
留
学
・・・

充
実
し
た
楽
し
い
大
学
生
活
で
す
。

68
回
卒
　
匿
名

お
元
気
で
す
か
。
家
の
片
付
け
を
し
て

い
た
ら
、
書
棚
の
奥
か
ら
卒
業
式
で
つ
け

た
ピ
ン
ク
色
の
花
の
ブ
ロ
ー
チ
が
出
て
き

ま
し
た
。
な
ん
だ
か
懐
か
し
く
て
し
ん
み

り
す
る
よ
う
な
、
今
頃
は
と
想
像
し
て
心

温
ま
る
よ
う
な
気
が
し
て
、
大
切
に
保
管

し
て
い
ま
す
。
今
は
近
所
に
生
え
て
い
る

草
花
の
名
前
に
興
味
が
あ
り
、
散
歩
の
と

き
観
察
し
て
調
べ
て
い
ま
す
。
植
物
を
見

て
和
ん
で
い
る
私
で
す
が
、
勉
強
も
し
っ

か
り
や
っ
て
ま
す
よ
。

70
回
卒
　
匿
名

コ
ロ
ナ
の
せ
い
で
大
学
の
入
学
式
が
中
止

に
な
っ
て
し
ま
い
、
授
業
開
始
も
遅
れ
と
て

も
不
安
な
日
々
を
家
で
過
ご
し
て
い
ま
す
。

70
回
卒
　
匿
名

大
学
に
進
学
し
、
新
た
な
場
所
で
将
来
の

夢
に
向
か
っ
て
日
々
精
進
し
て
参
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
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令和元年７月 24 日（水曜日）、大宮高校内のやまぼうし会館 2 階会議室で、姉妹提
携しているドイツ・ブランデンブルク州コトブス市にあるルドヴィヒ・ラインハート
校を訪問する派遣団の結団式が行われました。平成 8 年の母校創立 70 周年から始ま
った一年ごとにお互いの学校を訪問しあうこの国際交流に、大高やまぼうし会では毎
年助成金を贈呈し、母校の支援をしています。今年度もドイツ姉妹校派遣結団式の場
を借りて、助成金の贈呈を行いました。
大高やまぼうし会からは名雲会長、笠原副会長、飯塚副会長の3名が出席いたしました。
結団式開会の後名雲会長から、派遣される 15 名の生徒とその保護者に対し国際交流の
意義と、素晴らしい体験ができるようにとの激励の挨拶をしました。その後、安食校
長に助成金の目録の贈呈を行い記念撮影をしました。
派遣期間は 8 月 1 日から 14 日までの 2 週間でしたが、研修や交流の他盛りだくさ
んの日程をこなし、派遣されたドイツで素晴らしい体験をされ、全員無事に帰国され
たとのことです。

（同窓会事務局）

令和２年９月１日発行大宮高校同窓会会報第19号
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令和元年度
国際交流助成金贈呈のご報告



陸上競技部
Ｈ30 学校総合関東大会（群馬） 男子400ｍＨ
ボート部
Ｒ元 関東高等学校ボート大会
  女子ダブルスカル 第3位
  男子ダブルスカル 出場
 関東高等学校選抜ボート大会 出場
Ｈ30 関東高等学校ボート大会
  女子舵手付きクォドブル 準決勝進出
  女子ダブルスカル 準決勝進出
  女子シングルスカル 出場
  男子舵手付きクォドブル 出場
  男子ダブルスカル 出場
 関東高等学校選抜ボート大会
  女子舵手付きクォドブル 出場
英語部
Ｒ元 第14回全国高等学校英語ディベート大会　

6位（出場64校中）
 日本高校生パーラメンタリティディベート連盟杯（全国）

出場
生物部
Ｈ30 第62回日本学生科学賞 出展

科学研究部
Ｈ30 第42回全国高等学校総合文化祭（長野）
   自然科学部門科学分野出場
 第62回日本学生科学賞 出展
物理部
Ｒ元 第43回全国高等学校総合文化祭（佐賀）
   自然科学部門物理分野出場
棋道部
Ｈ30 第37回関東高校囲碁大会出場（山梨県） 出場
小倉百人一首競技かるた部
Ｒ元 第26回関東地区高等学校
   小倉百人一首かるた大会（水戸）出場
 埼玉県選抜チームのメンバーとして参加     準優勝
Ｈ30 第25回関東地区高等学校
   小倉百人一首かるた大会（横浜）出場
 埼玉県Ｂチームのメンバーとして参加
吹奏楽部
Ｈ30 埼玉県代表として西関東吹奏楽コンクール

Ａの部に出場
（通算12回目）銀賞受賞

美術部
Ｒ元 第68回埼玉県美術展覧会（県展）第2部洋画部門

入選2名
書道部
Ｒ元 第20回高校生国際美術展　書の部 佳作
 第61回全国書道展出品

優秀団体賞　大賞　入選多数
Ｈ30 第19回高校生国際美術展　書の部 佳作3名
 第60回全国書道展出品

優秀団体賞　大賞　入選多数
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母校の活躍　部活動  実績紹介（関東以上）

過去2年間の主な国公立・私立大学進学者数

東京大
京都大
東京工業大
一橋大
北海道大
東北大
筑波大
東京外語大
東京農工大
東京都立大
東京学芸大
千葉大
埼玉大
横浜国大
お茶の水大
早稲田大
慶応大
上智大
東京理科大
明治大
青山学院大
立教大
中央大
法政大

3
2
6
4
2
9
9
0
5
2
2
6
6
3
0
13
10
1
8
11
1
2
3
3

1
1
2
0
2
2
6
4
5
4
7
4
3
1
2
13
2
4
0
6
3
6
5
9

6
0
3
0
3
4
4
0
1
1
1
5
1
0
0
8
4
1
2
2
1
3
2
2

0
0
1
1
0
2
0
0
1
0
1
2
1
0
2
3
1
1
2
7
0
1
0
1

10
3
12
5
7
17
19
4
12
7
11
17
11
4
4
37
17
7
12
26
5
12
10
15

7
3
11
3
2
5
7
2
3
3
2
12
6
5
0
23
12
4
6
7
0
2
3
6

1
1
2
3
1
6
6
1
9
3
4
4
4
1
3
16
6
2
2
10
4
5
3
2

3
0
2
1
2
0
2
0
0
2
1
0
0
2
0
9
2
0
4
3
1
0
2
1

2
2
0
2
1
1
1
0
1
0
1
1
1
1
0
2
3
1
1
2
1
1
0
0

13
6
15
9
6
12
16
3
13
8
8
17
11
9
3
50
23
7
13
22
6
8
8
9

男
192

現役
366名

浪人 計
平成31年度入試

女
174

男 女 男
225

現役
410名

浪人 計
令和2年度入試

女
185

男 女

国
　
公
　
立

私
　
立



年号が平成から令和へと変わり、令和最初の大
高やまぼうし会関西支部総会が 10 月 27 日に大阪
の「ガーデンシティークラブ大阪」にて開催され
ました。当日は本部より福田常任幹事のご出席も
あり、第 6回卒から第 44回卒の会員 11名が関西
各地および広島より集まりました。
総会におきましては、関西支部での活動報告と
して第５回支部総会（参加者 13 名）と第 6 回例
会として奈良公園でのお花見ハイキング（参加者
4 名）が行われたことが報告されました。また昨
年運営体制を変更したことから、幹事会におきましては新しい運営メンバーにて目下の課題と今後の活動
につき協議を行いました。
会計報告につき、出席会員の寄付金と本部の補助金による基金が着々と積み上がっている状況が報告さ
れ、現役大宮高校の運動部／文化部などが関西で開催される大会へと勝ち進んできた際の寄付金としても
活用できるよう、さらに基金の積立てを行っていく旨の報告と承認がなされました。
当面の目標として、総会や例会への参加メンバーを増やすため、引続き総会および例会ほかイベント情
報の登録会員への連絡を継続するとともに、本部同窓会や理数科同窓会を活用した関西在住卒業生とのコ
ネクションづくりなどにより新規会員の獲得を目指していきたいと考えております。
総会後の懇親会においては最も若手である H6 年卒の早舩君の乾杯の挨拶で開宴致しました。長年勤め
てこられたお仕事を今年ご卒業されたＳ49 年卒の久保田様、福田様の自己紹介および近況報告を始めと
して、皆様のこの 1 年間の「嬉しい出来ごと、チョット自慢の出来ごと」を報告し合い、昔話や仕事上の

アドバイス、趣味や新しく始めたことなど、様々
な話題に花を咲かせました。世代を超えて皆“大
宮高校生" の気持ちに戻り、とても楽しい時を過
ごすことができました。来年もまた皆で総会に参
加できることを約束して、散会致しました。

 （関西支部　支部長　第 10回卒　片野 扶桑雄）

令和２年９月１日発行大宮高校同窓会会報第19号
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第 6回大高やまぼうし会
関西支部総会・懇親会のご報告



［報告］
第 4 回ボウリング大会は、9 月 28 日（土）に令和元年度の同

窓会活動の一環として、ラウンドワン大宮店で開催されました。参
加者は30名。2ゲームのトータルスコア（女性は30ピンのハンデ）
で楽しく競い合いました。また、表彰式はボウリング会場近くの飲
食店で、懇親を兼ねて開催されました。お互いに検討を称えあい、
和やかに無事終了しました。

（同窓会事務局）
［参加記］
昨年に続き、第 7 位（ラッキーセブン賞）になりました名雲啓

二です。
やまぼうし会のボウリング大会は、4回目となりました。参加者は、

第 8 回卒から第 36 回卒の 30 名（男性 21 名、女性 9 名）の参
加者でした。
私のレーンは、伊藤由美子さん（27 回卒）と並木充子さん

（27 回卒）、金沢宏昭君（36 回卒）と私の 4 名でした。同じレー
ンの皆さんは、1 ゲーム目は、緊張の余り、スペア等が少なかった
のですが、2 ゲーム目は、スペアやストライクが続き、ハイタッチ
の連続となり、大いに盛り上がりました。

上位の成績等は、
優　勝　山田幹雄（19回卒） 337ピン（178、159）一昨年も優勝
準優勝　綿貫正雄（20回卒） 321ピン（188、133）
第 3位　境　陽子（17回卒） 305ピン（147、128、ハンデ 30）
表彰式と懇親会は、近くの居酒屋で行われ、ボウリング参加者

の他に男性３名（22 回、22 回、38 回）も加わり総勢 33 名とな
りました。
今回もボウリングと懇親会に沢山の方が参加され、高校時代の

話しで盛り上がりました。来年も沢山の方が参加されるのをお待ち
しております。
最後になりますが、伊藤清樹（22 回）、内山　肇（22 回）、小

山敏久（25 回）の３名の方から参加賞の商品提供がありました。
有り難う御座いました。

（第 22回卒　同窓会長　名雲啓二）

［報告］
令和元年 10 月 28 日（月）に栃木県栃木市にあるアゼリアヒル

ズカントリークラブにて、大高やまぼうし会が主催する「第 19 回や
まぼうし杯ゴルフコンペ」が、今年も絶好のゴルフ日和の中開催さ
れました。参加者 37 名 10 組でアウトとインに別れ、一日楽しくラ
ウンドしました。今年も珍プレーやナイスショットが沢山出て、大宮
高校同窓生の素晴らしい出会いの場として楽しんでいただきました。

（同窓会事務局）
 

※ドラコン・ニアピン・ブービー・ベスグロ・他多数の方が表彰さ
れました。

［参加記］
10 月 28 日（月）、これ以上ないくらいの秋晴れに恵まれて、第

19回やまぼうし杯ゴルフコンペが開催されました。
朝、全員集合して、開会あいさつとルール説明を受け、その後、

お互いの元気そうな顔を見合わせながら記念撮影を行いました。今
回は名雲会長が腰痛のため残念ながら棄権されましたが、参加者
への熱いメッセージをいただきました。
会場は栃木県のアゼリアヒルズカントリークラブ。アウトインに分

かれて、総勢37名で令和のやまぼうし杯がスタートしました。好天、
無風、さわやかな空気と、もはや誰も言い訳のできないコンディショ
ンです。
私は 24 回の卒業で、前年に引き続き２回目の出場です。最近

はいろいろな場所で先輩扱いされる事が多くなってきましたが、や
まぼうし杯ではまだまだ「若輩」。見習うべきお元気な大先輩、先
輩が多く、力をいただきます。
ラウンドは、植竹中学校からの旧友、塚本さん、また1年後輩の

深谷さん、小山さんと一緒でした。卒業後何十年経っても、高校時
代と同じような話をしながらゴルフができるのは楽しいの一言です。
肝心のゴルフ。豪快な小山さんは一打、二打ともにドライバーで

ガンガン攻めて、寄せはグリーン周りならたとえラフだろうが傾斜地
だろうが、全てパターできっちりまとめる。仮にドライバーとパター
しばりのゴルフ？なら、プロとは言わないけど、相当な腕前のはず。
深谷さんは、細身ながら距離が出て、いろいろなテクニックをお持
ちの、腕に覚えのゴルファーという印象でした。塚本君は日頃の力
が出し切れなかった感じ、私は上出来でした。
何より年齢の近い同窓生同志、すぐ打ち解けます。特に小山さ

んのあまりお上品でないゴルフ解説には、笑いと感心しきりでした。
きっとそれぞれのチームでこんな和気あいあいのゴルフが展開され
たのでしょう。
パーティーには、昨年に続き豊富な商品をご準備いただき、笑

顔の絶えない時間でした。幹事の柴崎さん、笠原さんに感謝申し
上げます。

優勝は熱田さん、準優勝は守屋さ
ん、ベスグロは 15 回ご卒業の五明さ
ん76！ すごい。
今後、もっと「若手」が増えて、ま

すます盛会になると確信しています。
（第 24回卒　安田　章）
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第 4回ボウリング大会のご報告と参加記

   ［表彰者］
 順位 氏名 卒業回 グロス ハンデ ネット
 優　勝 熱田俊博 （19 回卒） 83 13.2 69.8
 準優勝 守屋吉康 （19 回卒） 91 19.2 71.9
 第３位 五明賢二 （15 回卒） 76   3.6 72.4
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第19号

  やまぼうし  第19号
埼玉県立大宮高等学校同窓会

大高やまぼうし会
 題字 第10回卒  村井紫扇
 発行 令和2年９月1日
 印刷 (株)同窓会事務局

［ご報告］
2019 年 11 月 23 日（土）に大高やまぼうし会の第 21 回ウォーキ
ング会が開催されました。天候はあいにくの小雨模様となりましたが、
43 名と多くの同窓生の参加があり、渡良瀬遊水地や三県境等のその近
辺の文化遺産を楽しく元気よく完歩しました。
ウォーキング会終了後は、大宮駅に戻り懇親会を開催しました。そ
して、その日の思い出や懐かしい高校生時代の昔話に花を咲かせました。

（同窓会事務局）
［参加記］
やまぼうし会の松田先輩に誘われて初めて参加させて頂きました。当日はあいに
くの天気でしたが、大勢の方が参加されました。
先ずは三県境へ　
埼玉県と栃木県と群馬県の境目の杭があり三歩？で三県を巡る事が出来る場所で、
皆さん楽しそうに三県巡りしていました。案内係の松田先輩によると、県境は、山
の上か、川の中が多く、歩いて行ける三県境は全国的にも珍しいそうです。
その後、道の駅きたかわべで食事休憩後、いよいよ渡良瀬遊水地へ。遊水地内の
道路は、広くて車も入れないので周りの景色を見ながらぶらぶら。やまぼうし会の
貸切状態です。１０月の台風時には、周囲３０ Km の遊水地湿地帯が雨でいっぱい
になり洪水を防いだとか散策した街路樹のてっぺん迄水が溢れたと言う話を聞き感
心しきり。
一巡りした後、所用があり、先に失礼させていただきましたが、帰宅後、頂いた
地図を広げると歩いた部分は、全体のほんの僅かで遊水地の広大さにビックリ！一
緒に参加した妻も「晴れの時にまた行きたいね」と言っていました。
名雲会長自ら写真撮影その他精力的に動いていただき、また、他の幹事の方々も
受付や写真撮影、列の先導等、しっかりやって頂いたおかげで楽しいウォーキング
会になりました。日頃運動不足を嘆く方々！是非やまぼうしウォーキング会に参加
し健康増進のきっかけを作りましょう！                                         

   （第 26 回卒　波多野吉和）

　元号も令和と変わり、東京オリンピック・パラリンピックの開催をはじめとした新しい時代
の幕開けが期待されている中での未曾有の事態。同窓会活動も総会・懇親会の中止、同
好会活動の中止、役員会の中止など様々な面で影響を受けております。このような時だか
らこそ、後世に残る歴史的出来事に直面していると前向きに考え、乗り切っていきたいと思
います。例年よりも遅い時期の発行となった『やまぼうし 第 19 号』です。会報部会も今風
のリモートで行いました。寄稿していただいた皆様、写真をご提供いただいた皆様、編集
にご協力いただいた皆様に厚く御礼申し上げます。　　　　　　     （第26回卒 高橋孝行）

編集後記

第 21回ウォーキング会のご報告と参加記

次回ウォーキング会のご案内
2020 年 11 月に開催を予定していた秋の第 23回ウォーキング会は、新型コロナウイルスの影響で開催中止。
来春の第 24回ウォーキング会は、新型コロナウイルスの感染が終熄した場合に開催します。

日本の近代経済社会の基礎を築いた人・新一万円札の顔 渋沢栄一の生涯と業績を展示する
渋沢資料館、江戸の花見・さくらの飛鳥山を歩く

　　・開催日時：2021 年 3月 27 日（土）
　　・コース概要：京浜東北線王子駅　王子神社　音無親水公園　飛鳥山公園　渋沢資料館　滝野川公園　　

　旧古河庭園等を訪ね歩きます。
ウォーキング同好会の会員には、詳細なご案内を差し上げます。
連絡先幹事：柴崎 良一（第 18回卒）090-9323-5127　笠原 清和（第 22回卒）080-9575-1503

《  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　》


